
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8503320004JJ/20120321

( 科目コード：8503320004JJ)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】電気磁気学 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

柳田 友士

【授業目標・教育方針】
  3 年後期から 5 年前期までの 2 年間 (60 週 ) で古典電磁場の理論を学ぶ。
  古典電磁気学の体系を学ぶとともに、さまざまな電気・電子現象を基本的な自然法則に基づき理解しようとする態度
を身につける。
  電気現象、磁気現象は物理学の中で実験も含めて学んできた。この授業ではこれらを整理することで、電磁気現象全
体を体系的に理解する能力を身につける。

【授業概要】
  この学年では微分形式の静電場理論を学ぶ。また、導体が存在する場合の静電場を調べ、静電容量についても学ぶ。
導体を含む系に電荷が分布している場合の電場を計算できるようにする。
  静磁気を学ぶ準備として定常電流につき学ぶとともに電荷保存の考え方も導入する。
  静磁気は静電気の法則と対比させながら学ぶ。簡単な電流分布の場合の静磁場を求めることができるようにする。
  電磁誘導の法則を理解し回路の自己インダクタンス、相互インダクタンスを計算できるようにする。

【教科書・教材・参考書 等】
長岡洋介著、「電磁気学 I」物理入門コース 3、岩波書店
長岡洋介著、「電磁気学 II」物理入門コース 4、岩波書店

参考書 :
 長岡洋介、丹慶勝市著、「例解電磁気学演習」物理入門コース演習 2、岩波書店
 和達三樹著、「物理のための数学」物理入門コース 10、岩波書店

【成績評価方法】
［後期］定期試験 :80%、授業中に行う小テスト :20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：電気磁気学 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 微分形の静電場の法則 1   近接作用の考えを徹底させる観点からガウスの法則、
渦無しの法則を微分形に書き換える。

2 微分形の静電場の法則 2   前回続き。
  微分形の二つの法則より静電ポテンシャルに対する
ポアッソンの方程式が得られることを示す。

3 微分形の静電場の法則 3   前回続き。
4 微分形の静電場の法則 4   ポアッソン方程式の特徴を学び、典型的な境界条件

のもとでの解を求める。
5 微分形の静電場の法則 5   前回続き。
6 導体と静電場 1   理想的な導体の性質を考える。現実の伝導現象につ

いてもふれる。
7 導体と静電場 2   導体表面近傍での電場の性質について学ぶ。
8 導体と静電場 3   導体の周りの静電場を調べるとともに、各種の計算

法も学ぶ。
9 導体と静電場 4   導体系と電気容量につき学ぶ。
10 導体と静電場 5   静電エネルギーを拡張して、より一般的な場のエネ

ルギーの概念を導入する。
11 導体と静電場 6   前回続き。
12 定常電流 1   定常電流について学ぶ。

  電荷の保存則が電流密度ベクトルに対するガウスの
法則と同型の法則として表されることを示す。

13 定常電流 2   前回続き。
14 定常電流 3   オームの法則を一般化する。

  伝導現象について理解する。
15 定常電流 4 前回続き。
16 磁気力 1   磁気力と静電気力の性質の比較から磁気力の特徴を

学ぶ。
17 磁気力 2   磁場中の電流が受ける力、運動する電荷が受ける力

について学ぶ。
18 磁気力 3   電流が作る磁場を考察し、ビオサバールの法則を導

入する。
19 磁気力 4   ビオサバールの法則による磁場の計算を行うととも

に、磁気双極子の性質を調べる。
20 磁気力 5   前回続き。
21 静磁場の基本法則 1   磁場に対するガウスの法則、アンペールの法則を導

入する。
22 静磁場の基本法則 2   アンペールの法則を用いての磁場の計算を行う。
23 静磁場の基本法則 3   前回続き。
24 静磁場の基本法則 4   前回続き。
25 静磁場の基本法則 5   前回続き。
26 電磁誘導の法則 1   時間変化がある場合の電磁場の法則への導入。

  ファラデーの発見による、電磁誘導現象を理解し、
回路に生ずる起電力を計算できるようにする。

27 電磁誘導の法則 2   ファラデーの法則より電磁誘導の一般法則を導く。
28 電磁誘導の法則 3   自己インダクタンスについて学ぶ。
29 電磁誘導の法則 4   相互インダクタンスについて学ぶ。
30 電磁誘導の法則 5   コイルに蓄えられる磁気エネルギーより、磁場のエ

ネルギーの概念を導入する。

- 2 -


